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Ⅰ研究の成果 （1000字 程度）

ナノオーダー，分子レベルで規則的に構築され

た構造体には，従来のバルク材料にはない新規な

機能が期待されているが，その機能性材料としての

利用例はまだ少数にとどまっている。本研究では，

カラム状液晶を固定化することで得られるナノカラ

ム構造体に着目し，カルボン酸とアミンの塩の結晶

中に形成されるカラム様構造を応用することで，従

来のナノカラム構造体にはない精密な情報（カラム

内配向，キラリティー）を記憶したカラム状構造体を

合成し，分子認識材料への応用を図った。

アルキル鎖末端に重合官能基を有するカルボン

酸(R1=OCOCH=CH2） と(-)-ノルエフェドリン(-)-1と

の塩は，長辺約46A， 短辺約27Aの カラムナーレ

クタングラー相を発現した。そこで，この塩を液晶

相でγ線重合し，カラム状構造を固定・刷り込んだ

架橋高分子を得た。

この構造体の分子認識能を評価するために，固

液平衡による鋳型分子と外部ゲストとの交換反応

を行った。鋳 型分 子に対 し2当 量のゲストを加えたところ，(+)-2,(-)-3,(+)-4,(-)-5が3割 前後交換したの

に対し，2位 にフェニル基を有する(+)-6,(-)-7は1割 程度に交換率が抑制された。またラセミ体 のゲスト

を0.1当 量加えて同様 に交換を行なったところ，1位 にフェニル基 やナフチル基 を有するゲストが比較

的 高いeeで カラム内部に取 り込まれた。また，優先的に取り込まれたのは，アミノアルコールの1位 の立

体が鋳型分子と一致する

ゲストであった（Table1）。

これらの結果から，鋳型の

構造が高分子中に記憶さ

れており，ゲスト分子の構

造を認識して包接されてい

ることが判明した。

Table1． 型 材とラセミ体ゲスト（0.1当量 ）との交換
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［1］天野清香，石 田康博，西郷和彦

「カルボ ン酸-ア ミン相互作用を利用 したキラルなカ ラム状ナ ノ構造体 ：アミンの光学分割

への応用」

シンポジウム 「モ レキュラー ・キラリティー2002」，2002年6月6日 ，熊本市国 際交流会館

［2］天野清香，石 田康博，西郷和彦

“ Chiral Columnar Nanostructures on the Basis of Carboxylic Acid-Amine Interaction:

Optical Resolution of Amines”

Nanoarchitectonics Workshop NSENA2003， 2003年3月6日 ，産業技術総合研究所

［3］天野清香，石 田康博，西郷和彦

「カルボン酸-ア ミン相互作用 を利用 したキラルなカラム状ナノ構造体 ：アミンの光学分割

への応用」

日本化学会第83春 季年会，2003年3月19日 ，早稲 田大学

［4］天野清香，石田康博，西郷和彦

“ Chiral columnar nanostructures on the basis of carboxylic acid-amine interaction:

Optical resolution of amines”

ISCD-15，2003年10月21日 ， 静 岡県 コンベ ン シ ョンツアー セ ンター グ ラ ンシ ップ

［5］天 野清香 ， 石 田康 博，西 郷和 彦

“ Chiral columnar nanostructures on the basis of carboxylic acid-amine interaction:

Optical resolution of amines”

第3回NARCワ ークショップ，2004年3月3日 ，産業技術総合研究所

［6］天野清香 ，石田康博，西郷和彦

「カルボン酸-ア ミン相互作用を利用 したキ ラルなカラム状ナノ構造体 の構築 と分子認識

への応用」

第53回 高分子学会年次大会，2004年5月26日 ，神戸国際会議場


